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に 反 穀 物 法 協 会 が1836 年 に 結 成 さ れ た が
， そ の
年 の イ ギ リ ス に お
け る 農 業 状 態 の 不 振 は 厳 し い 状 況 を 物 語
っ
て い る 。　 ＼　
／　　　　　 ＼
そ れ 以 前 の1832 年 以 降1835 年 末 ま で は 豊 作 が 続 き
， 必 然 的 結 果 と し て 小
麦j





年 に は58 シ リ ン グ8 ペ ン ス に 下 が り,    1833 年 は52 シ リ シ ・グ11 ペ ン ス に,   1834
年 に は46 シ リ ソ
し
グ2 ペ ン ス に
・，
さ ら に1835 年 に は39 シ リ ン グ4 ベ ン ス に ぎ で
㎜　s　　　　　　　II 1




七 月 平 均 価 格 が 下 落 の 最 低 点= に 達 し だ の は1835
年12 月 で35 シ リ ン グ4 ペ ソ メ で あ
っ た2) 。
週 平 均 を 見 て み る と,12 月 最 後 の 週
よ




で す 落 し た 。 小
長
の　
’　　　　　　I ぺ　　　　　　I　　　　　　　％　　　　　　　　　　 ％　　　　　　 ・　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　 』
消 費 は 大 き く 増 加 し た に も か か わ ら ず
，
産 出 高 が そ れ を 大 幅 に 上 ま わ9 た
■ip
で あ っ た 。 と く に1834 年 か ら1835 年 め 小 麦 の 消 費 は 目 立
つ
允 も の が あ っ
肩
。
人 ロ と く に 製 造 業 人 口 に 対 す る 雇 用 が 拡 大 し
， な お か つ 十 分 な 賃 金 を
取 得 す




燕 麦 （ ガ ラ ス 麦 ）, 大 麦 等 の 価 格 が 概 し て 高 か
っ か こ
と が そ れ を 助 長 し9
∧
燕 麦 ・
大 麦: の 平 均 年 価 格 は 第1 表3 り と よ れ ば1832 年 か らl836 年 に か け て は 小 麦 が 下
落 しX い る に も ノか か わ ら ず 、： 燕 麦 ・ 大 麦 ぱ 騰 貪 傾 向 を 続 けX い る6 そ の 他 のI
    _J-ゝ tタ-fhltヽ A   r　 ＝ ＝
・
・. ／-　:　－ ふ 一　人
‘r-T-t
   >  " 
、　 －'－ ぷ4 ●4-lj　　　..一　 乙 ∠ －　　 ．.、・　　　　　　L　　　 　　　　　　
・　　　■・　　｜　　　　-'Ir　　・ ・　..　　　　　　　　　　1
小 麦 消 費 増 大 の 要 因 と し て
， 家
畜 の 食 用 と 七 七 心 使 用 療
， 麦 芽 ，
蒸 留 酒 心 製
＼　　　　　 ． ‘　　　　　 ／　≒　　　　　　　　　　　 －　　j　　　　　　　l　,．　　 ‥‥，y　　 ．　　 。　L　　　　　　t
造 用 と し て 使 わ れ た
丿
こ と が 指 摘 で き る ． び)X う な 膨 大 な 使 用 に も か か お ら






種 まきの減少は例年の4 分の1 から5 分の1 へと激減され，大麦・ガラス麦
に作付を転換し，小麦の発育状態も良好でないといり・=・ュースも流れたこと
も手伝い1836 年以後小麦価格は上昇傾向を見，第1 表によれば年平均価格で48







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































況であった。すなわち,   1833年に特別委員会が製造業，商業，海運業の各界










































か， そして1838年9 月のManchester 反穀物協会結成に至るまでの過程を本
稿で明らかにしてみたい。
注
1）D.G. Barnes, A History of  the   English Corn    Laws  froTn 1660 ～18　64,
 1961√pp. 298.2
） 拙稿「Sliding Scale 法から反穀物法協会設立への過程」 経営論集， 第20号，
51頁。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト ）　　
この価格は12月の月間平均価格としての最低である。3
）Leone Levi ，History  of British Commerce and of the Economic Prog ‘
ress of the British Nation 176 3 ～1870,  1872, p. 499.4
） この間の状況については拙稿，前掲論文,   57～58頁参照。5
） 拙稿「Sliding Scale 法から反穀物法協会設立への過程」経営論集，第20号，
1982年，51頁。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 白6
）Thomas Tooke,  A History ，of Price and of  the State of the Circulation,　from 1793 to 1856.
藤塚知義訳『物価史』第2 巻， 東洋経済新報社， 昭和
55年,   224－225頁。　　
つぎに審問を受けた証人は，著名な銀行家（そし てジョーンズ ・   p イ ド 商 会






「あ なた は1==・ソ ドソ の 銀行 家 で す か 。」　
「そ うで す 。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　




「あ なた のお 仕 事 は 広い 範 囲 に わた っ てい ます か ら， あ な た は 首 都お よび か の
大 製 造 業 地 方 の産 業 の一 般的 な 状 態 に よ く通 じ てお ら れ るでし ょう0_ト　






















われわれは喜んで融資の申込みを受け ています。」(同,   228―229頁)　
「あなたが受けていられる融資の申込みは， 一般に以前よりも健全な取引にも
とづいていると，お考えですか。」　
「そう思い ます。諸価格は穏当なところですが，損失の危険はきわめてわ ず か
なものになってい ます。利潤は小さいですが，危険もこれに相当し て小さいもO
です。 私は産業界もまた例年になく着実で健全な状態に あ る のだと思います。j(iWl,
  228－229頁)









製 造業 ・商業に おい てか な り活 況を 呈して い たが，1836 年 末からiss? 年 に
な ると農業 不況に み まわれ， 穀物 価格 も1836 年10 月 には1 クォタ ー当 り46 シ
リン グ4 ペン スであ った ものが12 月 には57 シ リン グ9 ペ ン スに，翌!837 年1
月に なって も57シV  ン グ代 を維っ持す る よ うにな ってし まった。すな わち1836
年12 月 から1837 年6 月はし め までの期 間，最大 の不 況に 突入し たのであ っ
た。ニす なわち貿易 分野 に も影 響をお よぼし 始め た の であ る。 第2 表 斗に よれ
ば，輸 入 額におい て1835 年 約4,903 万 ポン ド,    1836年 約5,730 万 ポンド と増
大し ，輸 出 額に おい て も1820 年 以来 順 調な伸 びを示し,    1835年 約9,116 万 ポ
ンド,   1836年 約9,761 万 ポンド と拡大し てき たが,   1837年には 輸 入額， 輸 出
額がそれぞ れ 約5,476 万 ポンド, 8,578 万 ポンド へ と減 少し てし まっ たの であ





































































































































































































































































































































だ った6 ないし7 つ の綿花商 会が支払 を 停止し た。 また， この不振 は労働 者
階級 に も波 及し 始 め, 雇用 の減 少・食 料価格 の高騰が 彼らに 貧困を もたらし ，
近年 最 大の金融市 場 の逼迫, 商業 界の信用喪失 とい う商業 危機 を も現出し た 。London
におい て「反 穀 物法協 会」 が結成 された のは， こ のよ うな状況下 に
おい て であ った。　London
反 穀物法 協会 は1836 年に74 人 の設立 会員 を もって翌1837 年から 活
動 を開始し た。 穀物 法に対 す る 反対 運動は1815 年 の穀物 法が施 行さ れて以
来， 様 々な時 期に勃 発し ，拡 大し た。 特に食 料 の高価 格 の時 期 と，それに 続
く貧 困期に 活発化し たの であ っ た。し かし1836 年 頃 ま でり 反 対運 動は地 方的
で， 散発的 運動 であ ったた め,    London 反 穀 物法協会 が組 織され た時 は一 層
目立 った。 そ の主 な代 表的 ノソ バ ーとし てはFrancis Place をはじ め とし ，




 Roebuck   (M.P.),John Marshall (Leeds)
。
William Clay,



















「 自由貿易論者はMr レPitt 以来雄弁家型もっていなかっ恕。我 利ま真実と
名士といくつかの論証をもってこつこつと活動した。し かし問題を高揚し，
人々の関心を高めることぱ出来なかった。」11)　
一方議会においても1836年にCharles Villiers によるSliding Scale 法乃
再検討を求めた動議に引続いて，1837 年3 升16 日William  Clay(下院議員)に
より不況を緩和させるため議会に，小麦1 クォーター当り10シリングの一定





Lord  Morpeth,Sir George Grey,Mr.
 John Parker,Sir R. Rolfe
，
Mr. C.P. Thomson,Sir Henry Parnell,Mr.
 Labouchere,Mr.
 J.A. Murray,Mr.
 W.  Cooper,
し かし な がら，議 会 内外におい て 穀物法 に対す る反対 機運 が高 まりつつあ
ジつこ九と とば 見 のがす ことは できない であ ろ う。1837
年 の小麦 の収穫 ぱ過去6 年 続い た豊 富な産 出額 が 続い た最 後の 年 であ
力√ こ○間 は外 国か らの供 給 なし に イギ リス国民 の消費 を十 分 まかな うこと
が できた13)。 す なわち春 め天 候不順右6 月 以降は 回復七 ，小 麦 の:成 育 に好 適
・とな り,    8月 から9 月初 めにか け て大 雨に=もか かわ らず 北部 で も:良 い状 態 で
心配 た く，Essex そ の他 の大 穀物生 産諸州 で若干 の心配が なざ れた 程 度 であ
って け 好 収穫が 得ら れ た。 その 結果 小麦 の月平均 価格 が10
月 には51 シ すソうグ4
ペン スに 下落し ，11 月51 シ リン グ6 ペン ス，∇12月51 シ すン グs ぺ^ スど
低
価 格を 維持し た。し かし この比較 的良好な 状態 万もま 恚なぐ 悪 化して いうした。
1838 年t 方 にぱ 厳しい1霜 が降 万り，ニ2:月 い う'狸 い 続x，ヽ・ごた,。春 は不 順な 笑侯がy
続 き√ 夏は雨期之丿なっ丿だ。 収穫ぱ 遅 れ,い1837年 から句 在 庫は不 足し て き/だ。
丁 月よ以降小麦 価 格は上昇し,   白7丹20 甘 め 価 格が右8シV 。ン グ含ぺ^ ニスであ ふた
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ものが，8 月24 日には77 シ リン グに， そし てそ の後数 週間は15 シ リン グ以 上
下降し たが， それ も一時的 下落 に過ぎ ず9 月15 日には73 シ リン グに達
ごし た。
そし て関税 が1 シ リン グに引 き 下 げ丿ら れ， こ の名 目関 税 で保 税倉庫から 約1,500,000
 クォータ ーの小麦が 匿 内市場 に導 入さ れた のであ る。 こ の巨大 な小
麦量は 市場相 場を9 月21 旺には61 シ リン ダ10 ペン スに下 落させ，関 税 も22 シ
リン ダ8 ペン スに引 き上げ ら れた。　
こ の間 議会に於 て も反 穀物法 運動 を発 展さ せ る絶 好 の機会 であ ったが，3
月16 日にC.  Pelliam Villiers に よっ て1828 年 のSliding Scale 法 の効果を 考
察す る動議 が下院に 提 出され たに過 ぎず， ほ とん ど運 動らし き ものは展開 さ
れなか った。 彼の動議は 穀物法 の廃止 では な く,    Sliding Scale の再 検討 を
求めで二に過 ぎず， 論述 過程 の中 でWilliam  Clay に非 難さ れ た。「 救貧法に
対し190,000 人 が反対し てい る よ うに,    24,000 人 以上 が穀 物法 の廃止を 請願
して い る。」 とい うClay の問 に対し ，彼ぱ「 人 々は 穀 物法 廃止 の請願を 行な
お ない。 な ぜなら彼 らはそ の よ うな行動 が無 益 であ るこ とを悟 ってい るから
であ るo」 と不 明瞭 な答弁をし た。 ほ とん ど議 会 の審 問を 受け る,ことな ぐ 反
対300, 賛成95 で 否決 吝れ。てし まった14）。
注
7）Thomas Tooke ， A‥History of  Price, and of the State of the Circulation,　from 1798
 to 1856 ・　
藤塚知義訳『物価史』第2 巻，東洋経済新報社，昭和55年。S
）Leone　Levi, History of British Commerce and of the Economic Prog'　ress of
 the British Nation 1763 －1870,  1872, p. 492.9
）　かれらに加えて64名。計74名や委員により組織された。全 メヅ バーの氏名は，




















拙稿「 イギリス穀物 法反対 運動前史」経営論集，第19 号,  1982年,  47頁。　John Motley,
  The  IMe  of  Richard  Cohden,  1903,  p. 143.　Archibald Prentice, op.cit.,
 p. 54.　
し かし9 月に外国産輸入小麦 の比較的 わ ず か な 量 一 約150,000 ク ォーター
－ が保 税倉庫から国内 消費むけ に放出された。　
注 目ざれるべ ぎことは，この外 国産小麦 の普m が収 穫の大 部分の取入れが終わ
る4 ではノ起こ らなかった こと/であ:る。 /した がって最終 の:収穫 の作 高が ，つぎの収







）Henry Ashworth, Recollection  of  Richard  Cohden  and Anti Corn £α『
League,  1876, p, 21.














第2 に,   1833年の特別委員会の報告は，農業労働者は小麦価格が高かった
時よりも低かった時の方が一層裕福であったという報告をしており，これは
労働者の反乱により証明されている。　
第3 に,   1836年の委員会とFit 乞williamの証言はtenant 達は彼ら が 支 払
うべき地代以上の高い地代を支 払 っ て お り，この地代は1828 年のSliding^Scale
法を基準にして決められているということを明らかにしている。　
第4 に,   1834年の救貧法，十分の一税，道路税制，州税は農業に対する税
負担を援助している15）。　
かくして1838 年3 月√商人と製造業者の会合がManchester で開かれ，穀
物法廃止をいかに運動して獲得するかが検討された。これがきっかけとなっ




Arcliibald Prentice一 急進党新聞“The Manchester Times ” の編集者。
William Weir ― “The Glasgow Argus ”つの編集者で，後に“The DailyNews
 ”の編集者になり,     7月,    8月，9 月と積極的に活動をし，Manche-ster Anti Corn Law Association
の成立に指導的地位を占めた。　　 十　Colonel
T 、P. Thompson ―『穀物法問答』（1827年）の著者でHuskisson 等
の自由貿易運動者に影響を 与 え， そ の著書ぱManchester Anti CornLaw League 
” 設立時の指導書であった。　Ebenezer Elliott
－ 『穀物法詩』（1831～41 年）の著者。 Thompson と共に
民衆教育面で活躍。　　　　　　　　　　　　　 ＼　Richard Cobden
― 反穀物法運動の中で最も重要な人物の1 人 であ り，
“Manchester Anti Corn Law Association ” の結成時には名前は見られな
かったが，まもなく‥加盟した。　　　 ニ レ　　　　　　　　　　　　　　 ニ
1838年6 月になると穀物法に反対する運動はかなり活発化し，講演会が開
かれ， 若い薬学生のDr.   Birnieや後に廃止運動の中で大きな力を発揮したAbraham
Walter Paulton らがBolton 劇場などで演説を行ならていた。出
席者も多く，評判も良かった。8 月に小麦価格が77 シリングに達した時，つ





そして1838年1 月10日にManchester 急進党の特別小集 会 がYork Hotel












た0 ・で， もし商業規則が修正されなyかったなら， 南France は北France を
分離すると威赫した。それは多少修正された。 そして修正の結果France の
輸出は3 倍になったのを見た(大歓呼)。しかしNormandy とBrittanny に入
り九時,    Norman やBritans は何と言ったか:?　 もちろん彼らは言った，
「我々の穀物を認 め よ。 そしてしかる後に我々は誰がFrance へのあなた方
の製造品の・輸入を妨げることができるのかjどうかわ=かるだろう。」(歓呼)。彼













は何を語うたでし ょうか ？　疑いなくPrussia の,目的は商業より政治であ っ
た。なぜならPrussia は力=Iで獲得した非常に多くの小国iを支配した。そして
小S の政治に干渉しながら，彼らの商業利益に影響を及ぼした。，私はPrus-sia
が大きなミスをしたと信じている。理由はPrussia は小国を打倒 す る十
分な力を%  うていず， そして小国はPrussia がはからずも早くに一緒に結ん
だ所の「つえの束」=であり，彼らはPrussia  {-こ条件を指示することができた。
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しかしPrussia 連邦はい う，「我 到来あなた方の製造業品の輸 入に対して法
律を制定するこ とを望んでいない一 我々の穀物や木材を買いなさいI そう
すれば我万々は あ なた方の製造業品を具 うだ：ろヶ。」そ七て多くの人が私に言
















に十分な衣服はなかった， そしてそ れだ か らAustrian 政府は貿易を奨励






































状を引合に出した。それは問題を再び言及するた め の 自分自身の復唱であ
る。しかし事実は大変おもしろいので再び言及するために弁解せねばならな






剰供 給食料 はEgypt の人 口以 上だ った。 Pasha  (Turk の文武高官の尊称) とい
う男は大変 な イン テリで 目立 ち， 議 論す る能力があ り， そし てTurk でかつ
て会った中 で誰 よりもす ぐれてお り， 国家利 益 のた めに 活動し ，生産的 国家
は外 国 穀物を 決し て望 まない とい う信念 の もとで穀 物 の輸 入に反対し ，重税
を課し てい た。 そし て どこに でも起 るよ うに次 の こ とが起っ た。 いかな る生
産へ の妨 害 も生産 を 苦境に陥 ら せる。 そし て資 本は ， そ れ 自身 各妨 害に よっ
て苦境に 陥 り， 他の部門 に適用 され る。 そし て私がEgypt にい た時， 人 々
は絶対的 に 飢 饉にお どされた。 そし てCairo で穀 物 は ど うし て も手に入れ る
ことは できず,   Pasha の専制的 命令 でさえ もほ とん ど手 に入 らな かった。 私
はPasha にモ の問題を話し た，そし て彼 に言 った。彼 の側近 らに よってまど
わされた， そし て他 の君主 の ように単な るおべ う か使 いに 囲 まれてい た。彼
らは 彼に 本当 め とと よりも うそを話し た。 私は 彼 に国 は 全 く飢えにお どされ
てお り， そし て もし 現存制度 を続け たなら ，彼 はお そ ら く反 乱 め状 態の巾 で
彼 の軍 隊を 見 るだろ う。 な ぜなら， そ れはEngland 同 様Africa で も本当 の
ことであ ったから だ，反 乱はそ れほ ど恐 ろし くは なか っ た と言 った。 彼は そ
し てChandos ス タイルで大変勇 まし く戦っ た後あ き ら めて 穀物を 輸入させ
るこ とが よ り良 い方 法だ と思わ れ ると言った 。そし て ど んな時 で もいかな る
関税 なし に 港 の外 に出せ るこ とが より良い と思 われ る と言った。 私は彼に確
かめ るため まもな く有利な 結果に な ることがわ か るだ ろ う， と言 っ た。 私ぽ
その よ うに言 う理由 があ った， な ぜ な ら そ れは当時180 ゼ アス ター(Egypt
貨幣)だ った。し かし こ のあ どそ れは70 ピ ア スタ ーに下 が っ た。 それ以 後 穀
物は 自由に 出入 りし た，そし て 私は穀 物 の輸 入に かわ って輸 出 す るEgypt を
去 った。 そし て私は 妨害行為は 再び続け られ ない と信 じ,  Egypt は以前そ う
であ った よ うな豊 かな 国 にな るであ ろ うこ とを疑 わな い( 歓呼)17)。










15）D.G.Barnes,  A  History of the English Corn Laws from 1660 ―1864,　1961,
 p. 235.16
）Norman  Mccord,  The　Anti-Corn　Law　League　1838 －1846,    1968,　p.
 34.17
）Archibald Prentice:, History of the Anti-Corn Law League,  1968。pp.　65-69.
。
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せる。」19）ことを決議:L, 外部 こ々向廿て運動を展開して行くのであ ゴ だQ。ま
た年会費も5・マ ジッ クの少額に決定され。社会のどの階級の誰もが参加しや
すいようにした。,かくして9 月排 日の集会につ:づこい て「反穀物法協会」=はManehester
犬で結成されるべきであることが決議さ:れ，ここに「Manchester
反穀物法協会」は成立した。，ト　
第2 回目の会合が1 週間後の月曜 日にに開催。され次の7 名石 出席した20）。





















Elkanah Armitage,  Cromford Court.John Bright,
 Rochdale.Robert Bunting, Ardwick Green.James
 Chapman,  York-street.w.
こRレCallender, Mosley-street.J
£.Dyer,  Burnage.Walter Clarke,
 Duke-street.John Dracup, Chapel-street,
 Salford,Peter Eckersley, St.
 Mary's Gate.J.G.
 Frost,  Water-street.George Hadfield, Fountain-Street.Thomas Harbottle, Norfolk-Street.Andrew Hall,
 Brown-street 。　　　
/
JasレHampson,  Great Ancoats-street ．Thomas
Hopkins,  Broughton Lane.James
 Howie,  King-street.Wm. Harvey, New Cannon-Street
・Alexander
 Henry,  Portland-street.James
 Kershaw ，High-street.Thomas Lockett
／Richmond  Hill.Thos.
 Mollineu!χ，AnGoats スCresGent.James Murray, Ancoats Hall
・Robert Nicholson, Market-street.Aaron
Nodal, Dbwning-street.
Robert Philips, jun., Church^Street.Thomas
 Potter, GeoEge 唱treet.
158　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　 ・・Archibald Prentice,
Ducie Place.
S.P.   Robinson, Tipping's Court.Jonathan Rawson, Cromford Court.w. Rawson, New Brown-Street.Absalom
 Watkin,  High-street.George Wilson, Shudehill.
Henry Wilson, Walton's Buildings.
Richard Wilson, Market Place.
C.J.S. Walker,  Longford.T.H.
 Williams, Greenheys.Henry Wadkin, SHort,street.
John Benjamin Smith Treasurer.
臨時委員会の追加メンバー
James Ashworth, High-street.
Andrew Bannerman,  Market-street.Jno. Brewer,






John  Henry Fuller, 24, Bridgewater　Place.Jeremiah
 Garnett, Guardian office,　Market-Street.J.S
， Grafton， Mosley-street.Edward Hall New Brown-Street.Joseph Heron, Princess-Street.James Hudson.John Hyde, Oxford Road.
William Lockett, Ricliraond-street.
William Labrey, Market Place.
John  Mallon, Oldham-street.Henry Marsland, Fountain-Street.William Neild, Friday-street.John Nay
 lor. Piccadilly.John Ogden,
 Marsden-street.John Shuttleworth, New Market　Buildings.Robert Stuart, Pall Mall.Charles Tysoe
， New Cannon-street.John Edward Taylor, Market-street.John Whitlow, Market Place.John Wilkinson,
 Shakspere-street,　Ardwick.
■  Wliitehouse, Fountain-street.Samuel Watts, New Brown-Street.Willian Woodcock, 26,
 Pall Mall.
その後会員の増大につれて協会の目的を明確にし，組織化するため1839 年1
月28日,  Newall's Buildings でJ.B.Smitli を議長 とする会合を開き，11






8 Arcliibald Prentice, History  of the Anti-Corn-L αむLeague,  1968, p, 72.
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19）D.G. Barnes, A History  of the English Corn Lavas from 1660-1864,　1961,
 p. 240.20
）Archibald Prentice, 砂。臨。p.72.　　
なおこれまでのメンバーの中に，かの有名なRichard Cobden, John Bright　






 pp.  73-74.
